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明アクリルに変更した試験用精米機に，平成 30 年度広島県産「千本錦」特等米玄米 150 g
を供給し，研削ロールは表面粒度#46，ロール回転数 1000 rpm で目標精白率 90，80，70 %
毎に実験した。精白室内の米粒流動状態を高速度カメラで撮影した。精米モデルの開発には
離散要素法を用いた汎用市販ソフトウェア「Rocky DEM」を用いた。設計時に用いられた































デル化し，玄米から精白率 70 % までに変化する米粒と研削ロールの摩擦係数を逆解析的手
法で決定し，精白室内の米粒運動状態を計算で再現できる精米モデルを開発した。このモデ
ルを用いて，粒子の衝突エネルギーによって，精米中の砕米率と精米速度の変化を予測でき
ることを明らかにした。本研究は実用的な精米モデルの開発を可能にし，精米機開発だけで
なく醸造現場にも貢献する。これらの研究成果等を詳細に検討した結果，審査委員一同は博
士（農業工学）の学位を授与する価値があると判断した。 
